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      図２ P-Qカーブ（計測系改良前） 
 
図３ P-Q カーブ（計測系改良後） 
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  図４ 圧力計の比較 
 










回転数 [rpm] 24000 ~ 40000 25200 ~ 42000 
入口条件 
全圧 [kPa] 5 
全温 [K] 288 
出口条件 質量流量 [kg/s] 0.033 ~ 0.055 










ファンの定格回転数である N1 = 40000 rpm ，N2 = 42000 rpm と，その 60 %である N1 = 24000 
rpm，N2 = 25200 rpm の間で回転数を変化させ解析をおこなった．結果を図６に示す． 
 
図６ CFD 解析によって得られた回転数ごとのファン効率の比較 
 
図６より回転数を変化させることによって，効率特性が変化することがわかった．また，図６
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